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「
第
４
回
全
体
研
修
」
は
、
梅
光
学
院
大
学

　

子
ど
も
学
部
子
ど
も
未
来
学
科　

准
教
授　

吉
島
豊
録
氏
を
お
招
き
し
、「
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
～
相
談
援
助
者
の

た
め
の
頭
の
整
理
術
～
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。

　

講
演
は
、「
ニ
ー
ズ
の
構
造
と
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
」
と
「
事
例
を
も
と
に
ア
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
描
い
て
み
る
」
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。

　

吉
島
氏
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ら
誰
で

も
知
っ
て
い
る「
ニ
ー
ズ
」や「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

を
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
ま
す
か
？
と
問
い

か
け
が
あ
っ
た
。

　

ニ
ー
ズ
と
は
、
そ
の
人
の
願
い
や
望
み
で
あ

る
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
上
で
は
「
○
○
し
た
い
」
と

あ
ら
わ
す
。
目
に
見
え
な
い
（
写
メ
に
撮
れ
な

い
）
も
の
で
あ
り
、
何
か
の
下
に
隠
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
時
に
形
を
変
え
、
揺
れ
動

く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
情
報
を
集
め
、
分
析

す
る
こ
と
で
あ
る
。
情
報
に
は
、
目
に
見
え
る

客
観
的
事
実
（
病
名
、
体
の
状
態
な
ど
）
と
、

平
成
23
年
度　
第
４
回
全
体
研
修

開
催
日
時
　
平
成
24
年
１
月
28
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
16
時
50
分

開
催
場
所
　
岩
槻
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

ワ
ッ
ツ
ル
ー
ム
Ａ
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今
回
は
、
講
師
に
、
大
宮

区
役
所
高
齢
介
護
課
の
町
田

多
恵
子
主
事
と
石
田
信
主
事

を
お
迎
え
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
お
話
を
伺
っ
た
。
出

席
者
は
10
名
（
８
事
業
所
）

だ
っ
た
。

　

区
役
所
で
は
、
毎
年
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
点
検
を
実
施
し
て

い
る
が
、
主
旨
は
指
導
で
は

な
く
、第
三
者
の
目
を
入
れ
て
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
気
付
き

を
促
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

「
誰
が
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、

分
か
り
易
い
言
葉
で
細
か
い

情
報
も
入
れ
、
詳
し
く
書
い

て
欲
し
い
。
ほ
ん
の
些
細
な

事
か
ら
、
利
用
者
の
独
自
性

が
見
え
て
く
る
。」「
事
業
所
に

よ
っ
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
『
分

析
表
』
に
基
づ
い
て
考
え
て

い
け
ば
良
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
を
受
け
て
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
項
目
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
は
、
援
助
者
が

適
切
に
利
用
者
を
支
援
し
て

い
く
た
め
の
深
い
意
図
が
あ

　

第
２
回
北
区
・
西
区
合
同

ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、「
特
養

相
談
員
交
流
会
」
と
題
し
て
、

特
養
相
談
員
７
事
業
所
11
名

と
、
居
宅
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

13
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

　

初
め
に
、
特
養
相
談
員
か

ら
、
施
設
紹
介
や
相
談
員
の

自
己
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
話

大
宮
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

「
事
業
所
力
を
高
め
る　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
」

開
催
日
時
　
平
成
23
年
12
月
15
日
（
木
）　

15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所
　（
社
福
）
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
宮
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

２
階
Ａ
会
議
室

る
こ
と
を
感
じ
た
。
支
援
の

中
で
知
り
得
た
利
用
者
の
情

報
を
文
字
に
す
る
の
は
、
な

か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
て
の
能
力
を
高
め
る
こ

と
と
同
時
に
、
自
分
達
が
客

観
的
に
見
て
適
切
に
援
助
し

て
い
る
と
い
う
裏
付
け
に
す

る
た
め
に
も
、
記
録
に
残
す

努
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

北
区
・
西
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

「
特
養
相
談
員
交
流
会
」

開
催
日
時　

平
成
24
年
１
月
19
日
（
木
）
15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所　

プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス
３
階　

第
３
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

居
宅
ケ
ア
マ
ネ
か
ら
、
事
前

に
取
り
ま
と
め
た
質
問
に
つ

い
て
、
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
特
養
の
参
加
も
あ
り
、
ケ

ア
マ
ネ
と
し
て
は
、
新
し
い

情
報
収
集
の
場
と
し
て
、
興

味
深
い
話
で
あ
っ
た
。

　

各
特
養
紹
介
の
次
は
、
グ

目
に
見
え
な
い
主
観
的
事
実
（
そ
の
人
の
感

情
、
考
え
、
価
値
観
な
ど
）
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
と
情
報
の
間
に
、
原
因
と

結
果
の
関
係
（
○
○
の
で
○
○
）
は
な
い
の

か
考
え
て
い
く
。
関
係
性
が
あ
っ
た
と
き
、

原
因
か
ら
結
果
に
向
け
て
矢
印
で
結
ぶ
。
ま

た
、
相
容
れ
な
い
関
係
（
○
○
け
ど
○
○
）

同
士
は
、
抗
う
意
味
の
波
線
で
結
ぶ
。
こ
れ

を
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
と
い
う
。

　

情
報
の
関
連
性
を
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

自
分
自
身
に
説
明
す
る
た
め
の
作
業
で
あ
る

と
の
こ
と
。

　

次
に
、
脳
梗
塞
で
右
片
麻
痺
の
後
遺
症
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
を
も
と
に
、
ア
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
描
い
て
み
た
。

　

自
分
な
り
に
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
完
成
さ

せ
て
、
周
り
の
人
達
と
話
し
合
っ
た
。
作
成

し
て
み
る
と
、
ニ
ー
ズ
や
長
期
目
標
や
短
期

目
標
が
見
え
て
く
る
。

　

吉
島
氏
は
ア
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
ア
プ
リ
を

開
発
中
で
、５
月
に
は
配
信
予
定
と
の
こ
と
。

　

普
段
は
６
時
間
以
上
か
か
る
内
容
を
、
３

時
間
に
凝
縮
し
た
中
身
の
濃
い
研
修
で
あ
っ

た
。
興
味
深
い
内
容
に
加
え
て
、
吉
島
氏
の

人
柄
と
下
関
弁
が
心
地
よ
く
、
３
時
間
の
講

演
は
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ら
れ
た
。

空
欄
が
多
い
の
で
、
充
実
し

て
欲
し
い
。
全
て
埋
ま
っ
て

い
な
け
れ
ば
駄
目
と
い
う
の

で
は
な
く
、
利
用
者
と
関
わ
っ

て
い
く
中
で
信
頼
関
係
を
築

き
、
空
欄
を
埋
め
て
い
く
努

力
を
し
て
欲
し
い
。」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

次
に
、『
基
本
情
報
シ
ー
ト
』

『
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
』『
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
』『
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議
の
要
点
』
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
、「
受
け
た
研

修
に
よ
っ
て
、
居
宅
サ
ー
ビ

ス
計
画
書
に
つ
い
て
の
説
明

が
違
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

同
士
で
混
乱
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。」
と
い
う
意
見
が
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３
年
に
一
度
の
介
護
保
険
法
改

正
、
今
回
は
診
療
報
酬
改
定
と
い

う
Ｗ
改
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

わ
た
し
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
、
給
付
管
理
が
大
き
な
役
割
、

法
を
理
解
し
法
の
解
釈
や
背
景
な

ど
も
含
め
て
利
用
者
や
地
域
住
民
、

事
業
者
に
説
明
を
求
め
ら
れ
る
場

面
も
多
い
と
感
じ
る
。
そ
こ
で
今

回
は
大
き
な
改
定
目
前
の
２
月
、

浦
和
区
、
緑
区
、
南
区
合
同
で
の

開
催
と
し
た
。

　

南
区
28
名
、
緑
区
９
名
、
浦
和

区
26
名
に
加
え
北
区
１
名
、
戸
田

市
１
名
の
計
65
名
で
の
開
催
で

あ
っ
た
。
今
回
も
新
規
加
入
希
望

者
が
４
名
ほ
ど
お
り
、
来
年
度
に

向
け
て
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

Ｗ
改
定
と
い
う
大
き
な
改
定
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
平
成
10
年
に

大
変
好
評
で
あ
っ
た
「
ケ
ア
プ
ラ

ン
点
検
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
分
析
表
」

の
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
「
ウ

エ
ル
ネ
ス
ケ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
」
に
依
頼
を
行
っ
た
。
講

師
に
は
斎
藤
幸
三
氏
を
お
招
き
し

て
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
で
あ
る
斉
藤
氏
は
、
各
審

議
会
を
傍
聴
す
る
な
ど
さ
れ
て
お

浦
和
区
・
緑
区
・
南
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

「
介
護
保
険
法
改
定
の
概
要
」（
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
）

開
催
日
時
　
平
成
24
年
２
月
14
日
（
火
曜
日
）
14
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所
　
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
浦
和
パ
ル
コ
10
階
）

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

相
談
員
と
ケ
ア
マ
ネ

交
流
会
を
行
っ
た
。

顔
な
じ
み
の
相
談
員

さ
ん
や
、
初
対
面
の

相
談
員
さ
ん
と
も
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、

普
段
言
え
な
い
相
談

や
質
問
、
こ
の
際
聞

い
て
お
き
た
い
こ
と
、

な
ど
な
ど
、本
音
ト
ー

ク
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
、

盛
り
上
が
っ
た
内
容

と
し
て
は
、「
施
設
ケ
ア
マ
ネ
と
居
宅
ケ
ア
マ
ネ
の
連
携
に
つ
い

て
」「
頑
張
っ
て
い
る
稼
働
率
」「
本
人
が
施
設
を
嫌
が
る
が
、
家

族
は
強
く
希
望
し
て
い
る
と
き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
・
・
・
」

「
家
族
が
い
な
い
時
の
申
し
込
み
方
」「
難
病
の
方
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
」
な
ど
な
ど
、
本
当
に
、
知
っ
て
得
す
る
話
、
業
務
に
す

ぐ
に
役
立
つ
情
報
ば
か
り
で
、
時
間
を
延
長
し
た
い
く
ら
い
充
実

し
た
交
流
会
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
「
特
養
相
談
員
交
流
会
」
は
、
ケ
ア
マ
ネ
の
、
大
切
な

情
報
収
集
と
し
て
、
ま
た
、
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
た
め
に
も
、

有
意
義
な
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
。
閉
会
後
も
、
特

養
相
談
員
同
士
で
話
が
尽
き
な
い
様
子
も
見
ら
れ
、
次
回
の
サ
ロ

ン
の
企
画
、
開
催
を
、
さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い
、
と
い
う
気
持
ち

に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
、
参
加
し
た
ケ
ア
マ
ネ
が
、
大
満
足
と

思
え
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
を
、
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

り
、
単
に
発
表
さ
れ
た
内
容
を
説

明
す
る
の
で
は
な
く
、
今
回
の
法

改
定
に
至
っ
た
経
緯
や
背
景
、
反

対
意
見
や
今
後
の
方
向
性
ま
で
含

め
た
解
説
を
加
え
て
下
さ
り
、
非

常
に
分
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
っ

た
。ま
た
自
身
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
資
格
も
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
留

意
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
細

か
く
ご
講
義
い
た
だ
き
大
変
参
考

に
な
っ
た
。

　

23
年
度
の
介
護
事
業
者
経
営
実

態
調
査
の
結
果
な
ど
解
説
も
あ
り
、

居
宅
支
援
事
業
だ
け
が
全
介
護
事

業
の
中
で
マ
イ
ナ
ス
2.6
％
と
、
居

宅
は
特
定
加
算
を
つ
け
て
い
か
な

い
と
厳
し
い
状
況
な
ど
も
付
け
加

え
て
い
た
だ
い
た
。
質
疑
応
答
の

時
間
で
も
現
場
に
即
し
た
活
発
な

質
問
が
多
く
で
た
。
今
後
詳
細
が

発
表
に
な
る
と
思
う
が
、
前
も
っ

て
今
回
の
よ
う
な
経
緯
や
背
景
が

分
か
る
と
、
よ
り
介
護
保
険
の
仕

組
み
や
目
的
が
改
め
て
良
く
分

か
っ
た
有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
。
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職
員
は
看
護
師
・
臨
床

心
理
士
・
精
神
保
健
福
祉

士
・
保
健
師
が
中
心
と
な

り
健
康
管
理
や
自
立
生
活

技
能
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。

③　

利
用
者
構
成

　

精
神
科
デ
イ
ケ
ア
「
桜
」

は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て

お
り
、
社
会
復
帰
を
目
的
に

し
た
グ
ル
ー
プ
と
病
状
の
進

行
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め

の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
年
齢

構
成
は
10
代
～
80
代
ま
で
と

幅
広
く
、
平
均
人
数
は
20
名

前
後
と
の
こ
と
。

④　

ま
と
め

　

利
用
者
の
身
体
状
況
や

病
状
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
計
画
し
て
い
た
だ
け

る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

活
動
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
利
用
者
と
の
職
員
の

信
頼
関
係
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　

今
回
の
サ
ロ
ン
は
、
介

護
支
援
専
門
員
の
心
の
負

担
軽
減
に
着
目
し
、
認
定

心
理
士
で
あ
り
、
介
護
支

風
」
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。
参
加
さ
れ
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
精
神
科
デ
イ

ケ
ア
に
つ
い
て
は
馴
染
が

少
な
く
、
話
題
に
興
味
深

く
話
を
聞
か
れ
て
い
た
。

　

最
初
に
自
己
紹
介
と
と

も
に
現
在
抱
え
て
い
る
ご

利
用
者
・
ご
家
族
の
対
応

に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ

と
に
関
し
て
互
い
に
発
表

し
な
が
ら
和
や
か
に
サ
ロ

ン
が
始
ま
っ
た
。

①　

精
神
科
デ
イ
ケ
ア
に

つ
い
て

　

精
神
疾
患
を
持
つ
方
は
、

昼
夜
逆
転
な
ど
生
活
時
間

の
乱
れ
な
ど
が
原
因
と
な

り
、
服
薬
管
理
を
含
め
治

療
に
支
障
が
出
て
し
ま
い

病
状
が
悪
化
し
た
り
、
沈

静
化
し
て
い
た
も
の
が
再

発
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
。
そ
こ
で
、
デ
イ
ケ
ア

で
は
本
来
の
規
則
正
し
い

生
活
に
戻
し
、
他
者
と
の

交
流
を
通
じ
心
身
と
も
に

穏
や
か
に
安
心
し
て
生
活

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

利
用
者
個
々
の
目
標
に
応

じ
て
就
労
支
援
な
ど
も
行

な
っ
て
い
る
。

②　

活
動
内
容
に
つ
い
て

　

精
神
科
デ
イ
ケ
ア
は
事

業
所
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、

運
動
や
文
化
的
な
活
動
を
効

果
的
に
実
施
し
、
利
用
者
の

目
標
に
向
か
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
子
が

窺
え
た
。
具
体
的
な
活
動
内

容
と
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
陶
芸
・
ヨ

ガ
・
フ
ッ
ト
サ
ル
・
ク
ッ
キ

ン
グ
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

SST
（
考
え
を
ま
と
め
、
相
手

へ
上
手
に
伝
え
る
練
習
）
と

い
う
活
動
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。

②　

職
員
に
つ
い
て

　

今
年
度
２
回
目
の
ケ
ア

マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、「
精
神

疾
患
を
抱
え
る
利
用
者
や

家
族
と
ど
う
関
わ
る
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
浦
和

す
ず
の
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

加
戸
千
春
氏
よ
り
、
精
神

科
デ
イ
ケ
ア
「
桜
」
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ナ
ー
シ
ン
グ
ヴ
ィ
ラ
与
野

の
黒
川
愛
氏
（
中
央
区
幹

事
）
よ
り
、
埼
玉
精
神
神

経
セ
ン
タ
ー
精
神
科
デ
イ

ナ
イ
ト
ケ
ア
「
萌
木
の

岩
槻
区
・
見
沼
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

「 

自
分
を
知
る
事
で
自
分
を
守
る 

」

～
心
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
し
、
ゆ
と
り
の
支
援
へ
～

開
催
日
時
　
平
成
24
年
２
月
15
日
（
水
）
14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所　

七
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

第
四
集
会
所

援
専
門
員
業
務
も
さ
れ
て

い
る
「
こ
こ
ろ
の
休
憩
室
」

　

管
理
者　

飯
田
宗
孝
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
た
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
講

義
で
は
「
一
部
…
自
己
の

性
格
傾
向
を
知
る
」「
二
部

… 

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な

付
き
合
い
方
」「
三
部
…
円

滑
な
人
間
関
係
を
作
る
に

は
」
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
。

　

一
部
で
は
、
講
師
が
読

桜
区
・
中
央
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

開
催
日
時
　
平
成
24
年
２
月
24
日
（
金
）

開
催
場
所
　
さ
い
た
ま
市
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト

　
　
　
　
　

第
２
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

と
し
て
関
わ
っ
た
事
例
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
以
前
に
比
べ
、
精
神

科
を
受
診
さ
れ
る
利
用
者

が
増
え
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
提
案
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

選
択
肢
も
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
枠
を
超
え
、
幅
の

広
い
も
の
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
今

回
は
視
野
を
広
げ
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
。
悩
ま
ず

ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
！
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と
い
う
投
げ
か
け
か
ら
始

ま
り
、「
大
切
だ
・
必
要
だ

と
分
か
っ
て
い
て
も
な
か

な
か
実
践
で
き
な
い
・
準

備
が
大
変
！
・
時
間
が
無

い
！
方
法
が
分
か
ら
な
い

…
」
な
ど
、
や
は
り
共
通

の
悩
み
を
抱
え
て
い
た
。

　

今
回
は
、
ま
さ
に
そ
の

悩
み
を
解
決
す
る
べ
く
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
簡
単
に

出
来
る
事
例
検
討
」
と
い

う
こ
と
で
、
浦
和
し
ぶ
や

苑
の
五
月
女
恵
子
氏
提
供

の
ひ
と
つ
の
事
例
を
通
じ

て
、「
自
分
の
抱
え
て
い
る

事
例
を
解
決
し
ち
ゃ
う
！
」

こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　

個
人
ワ
ー
ク
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
学

び
の
楽
し
さ
を
再
発
見
・

人
間
の
心
は
安
定
し
て
い

る
状
態
で
あ
り
、
肯
定
的

な
ス
ト
ロ
ー
ク
が
不
足
し

て
く
る
と
、
人
間
は
マ
イ

ナ
ス
ス
ト
ロ
ー
ク
（
否
定

的
）
を
集
め
始
め
る
た
め
、

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

プ
ラ
ス
の
ス
ト
ロ
ー
ク
を

大
切
に
し
て
人
と
接
す
る

こ
と
で
、
相
手
の
心
が
安

定
す
る
。
こ
の
ス
ト
ロ
ー

ク
は
、
自
分
の
仕
事
や
職

場
、
利
用
者
、
介
護
者
と

の
関
係
作
り
に
お
い
て
も

必
要
な
も
の
と
感
じ
た
。

　

今
回
の
研
修
に
参
加
し
、

人
と
の
関
わ
り
方
や
自
分

の
性
格
傾
向
の
再
確
認
、

悩
ん
だ
時
、
ど
の
よ
う
な

心
の
持
ち
方
を
す
れ
ば
良

い
の
か
、
心
を
健
康
に
さ

せ
る
沢
山
の
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
、

定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と

で
心
の
ケ
ア
、
自
分
を
振

り
返
り
再
認
識
で
き
る
機

会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

ご
利
用
者
や
他
職
種
と
の

関
係
性
を
見
直
し
た
・
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
「
見
え

る
化
」
や
Ｉ
Ｃ
Ｆ
の
活
用

を
し
た
い
等
々
、
た
く
さ

ん
の
気
づ
き
を
得
ら
れ
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

日
々
の
ケ
ア
を
振
り
返
り
、

そ
し
て
「
あ
あ
そ
う
か
！
」

と
ひ
ら
め
け
る
事
例
検
討

会
を
夢
見
て
た
く
さ
ん
の

知
識
を
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
い
た
。

　

ま
た
当
日
、
入
会
を
希

望
さ
れ
る
方
、
運
営
に
関

心
を
持
た
れ
た
方
も
あ
っ

た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉

大
学
の
峯
尾
武
巳
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
、「
気
づ
き

の
事
例
検
討
会
・
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に

よ
る
分
析
的
理
解
と
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
テ
ー
マ

の
も
と
講
義
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　

事
例
検
討
と
い
う
と
、

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

み
上
げ
る
質
問
に
対
し
、

「
は
い
、い
い
え
」
で
答
え
、

チ
ェ
ッ
ク
を
付
け
て
い
き
、

そ
れ
を
グ
ラ
フ
に
落
と
し
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
フ
が

で
き
上
が
っ
た
。
代
表
的

な
ラ
イ
ン
を
取
り
上
げ
、

自
分
の
性
格
傾
向
、
マ
イ

ナ
ス
面
、
プ
ラ
ス
面
、
人

と
の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

飯
田
氏
よ
り
、
性
格
判

断
、
心
理
テ
ス
ト
な
ど
を

行
う
時
は
、
必
ず
振
り
返

り
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

た
だ
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で

は
、
自
分
も
し
く
は
他
者

が
結
果
の
み
を
見
て
、
そ

う
い
う
性
格
の
人
で
あ
る

と
決
め
つ
け
て
し
ま
い
、

判
断
し
て
し
ま
い
が
ち
に

な
る
か
ら
と
の
こ
と
。

　

二
部
で
は
、
４
つ
の
ポ

イ
ン
ト
（
①
自
分
自
身
を

知
る
、
②
食
生
活
の
充
実
、

③
休
養
を
取
る
、
④
積
極

的
に
体
を
動
か
す
）
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
、
性
格

傾
向
な
ど
は
環
境
や
生
活

な
ど
の
改
善
に
よ
り
変
わ

る
も
の
で
あ
り
、
テ
ス
ト

は
現
状
の
心
理
傾
向
と
考

え
る
こ
と
が
大
切
と
の
こ

と
。

　

三
部
で
は
、
円
滑
な
人

間
関
係
を
作
る
た
め
に
、
ス

ト
ロ
ー
ク
マ
イ
ン
ド
＝
「
自

他
の
存
在
価
値
を
認
め
る

た
め
の
言
動
や
働
き
か
け
」

が
必
要
で
、
人
は
生
命
活
動

の
根
幹
と
し
て
「
人
か
ら
認

め
ら
れ
た
い
」
と
言
う
欲
求

を
も
っ
て
い
る
。
ス
ト
ロ
ー

ク
は
、「
身
体
的
ス
ト
ロ
ー

ク
」「
心
理
的
ス
ト
ロ
ー
ク
」

「
言
語
的
ス
ト
ロ
ー
ク
」
が

あ
り
、
プ
ラ
ス
の
ス
ト
ロ
ー

ク
（
無
条
件
、
条
件
付
）

は
人
を
幸
せ
に
し
、
マ
イ

ナ
ス
の
ス
ト
ロ
ー
ク
（
無

条
件
、
条
件
付
）
は
人
に

不
快
感
を
与
え
る
。

　

肯
定
的
（
プ
ラ
ス
の
ス

ト
ロ
ー
ク
）
を
無
条
件
に

受
け
て
い
る
人
に
限
り
、

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
会
の
報
告

「
気
づ
き
の
事
例
検
討
会
・
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
よ
る
分
析
的
理
解
と

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

開
催
日
時　

平
成
24
年
２
月
18
日
（
土
）　

13
時
30
分
～
17
時
00
分

開
催
場
所　

介
護
老
人
保
健
施
設
尚
和
園
ア
ン
シ
ャ
ン
テ
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さいたま市介護支援専門員協会　ホームページ

h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

ちょっと   coffee  break

　昨年ケアマネ協会のＮご夫妻のお心遣いにて、元プロ
野球選手のＴ氏と会談の場をいただいた。
　小学生から野球を始め、早々にプロ野球選手の夢を挫
折した自分ではあったが、もと高校球児の私にはプロ野
球選手は憧れの人だ。
　きっかけはご主人のＮ氏とのちょっとした会話を、Ｎ
氏が実現してくれたのだが、Ｎ氏は私の大先輩である。
　そんな大先輩のＮ氏が、私とのちょっとした会話を覚
えていてくれたことにとても感動し、元プロ野球選手と
の会談に、ケアマネ協会の象徴である後輩のＡと胸躍ら
せ会場へ。
　少ししてから現れたＴ氏は身長こそ、私とそんなに変
わらないのに、明らかに違うオーラを発し、私は一気に
Ｔ氏のオーラに飲込まれてしまった。
　Ｔ氏は、ヤクルトスワローズに高校卒業後入団。現役
時代は強打者として活躍した名外野手だ。引退後は、ヤ
クルトスワローズの直轄の少年野球チームの監督として、
子供たちの夢の担い手として尽力されている。
　私は、子供が昨年、地元の少年野球団に入団したのをきっ
かけに、コーチとして育成指導をすることになったので、
いろいろご指導いただこうとたくさんの質問を考えていっ
たが、スーパースターのオーラは、いつしか懐かしく、ま
た恐怖的な感覚に変わり、質問ができなくなった。
　懐かしく、恐怖的な感覚・・・野球部に限らず、運動部
に所属した方なら誰もが経験した「体育会系」の上下関係だ。
　初対面であるＴ氏に感じた、スターのオーラと手に汗握
る上下関係の緊張感、恐怖というと語弊があるかもしれな
いが、実はたまらない感覚なのだ。

「ケアマネ協会の縁でＮご夫妻が叶えてくれた、Ｔ氏との会談」

会員Ｙ

　直立不動になり、疑いもなく話しに聞き入る。理不尽な
ことであっても、「はい、分かりました！」の独特の世界。
運動部出身でない方には滑稽な光景かもしれないが、それ
が当たり前として育った自分には何とも、嬉しい感覚だっ
た。
　その２つのオーラを感じつつも、その場を和ませ、同じ
席で同じ目線で話をしてくれるＮ先輩ご夫妻とＴ氏・・・。
緊張から何も話ができなかった私とＡは、いつしかＴ氏に
少年野球の指導についていろいろご指導をいただいていた。
　話がいろいろと飛んでしまったが、ケアマネ協会という
今回のようなご縁とはかけ離れた活動において実現したあ
の時間は、あらためて人とのつながりのありがたさや、大
切さを身にしみるものとなった。
　私たちの仕事は、当たり前ではあるが、１人でできるも
のではない。たくさんの人と交わり、他職種の専門家と協
働し成り立つ。
　専門的な知識も必要だが、経験の上に成り立つ知恵と、
それを与えてくれる皆さんとのご縁に感謝し、知識人より
も、知恵上手、交わり上手な人間でありたいと思う。
　心とお腹が満たされ、会の終盤に、運ばれてきた食事を
Ｔ氏に進められ、「ありがとうございます。もうお腹いっ
ぱいです。」の一言に笑顔でＴ氏から「いいから全部食え！」
の愛の鉄拳！『これ！これ！！』と身震いする感覚。（ちょっ
と危ないかも・・・汗）
　仕事と違う素敵な交流を与えてくれたケアマネ協会での
ご縁。
　さぁ皆さんも、ケアマネ協会で役員として、新たな出会
いに触れてみませんか？（笑）

事 務 局 よ り
会員の住所・事業所等登録事項に変更があった場合や入会・退会希望の場合は事務局までご連絡ください．
　　　　さいたま市介護支援専門員協会　事務局　野﨑・西間木
　　　　（社福）さいたま市社会福祉協議会　大宮サービスセンター
　　　　電話番号　048 － 645 － 7470　　　　　FAX　048 － 645 － 7500

ちょっと   coffee  break

平成24年度　さいたま市介護支援専門員協会
「通常総会　及び　創立10周年記念式典」開催日のご案内

平成24年　５月26日（土）


